
市民参加に関係する新しい事業や取組
（令和４年１０月１８日から令和５年１月１８日までに広報発表されたもの）
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広報発表日 概要 所属

10月24日 チームしもぎょう 「下京ローカルグッドアクション」の始動及び「下京ローカルグッドレポーター」による
発信について

下京区では、「第3期下京区基本計画」に掲げる取組を、区役所と区民、事業者、団体、学生等との協働により進
めるため、分野・テーマに応じて、主体的に取り組む有志メンバーからなる「チームしもぎょう」を組織し、計画
の推進強化を図っています。

この度、下京いきいき市民活動センターとの連携により進めてきた「下京ローカルグッドレポーター」の活動を
ベースに、まちの人に出会い、まちの人の想いに触れて、自分の行動でまちを良くするアクションプランを企画・
提案するチーム活動として「下京ローカルグッドアクション」を始動しましたので、下記のとおりお知らせします。

また、「下京ローカルグッドレポーター」の活動成果となるレポート記事を「下京地域情報サイト」において発
信していますので、合わせてお知らせします。

1 「下京ローカルグッドアクション」実施内容
（1）チームメンバー 学生、若手社会人、区役所職員など（15名以上）
（2）活動テーマ及びメンター等

持続可能な地域社会づくりに必要な要素である「経済」「環境」「社会」の大テーマの下、区基本計画の重点
戦略に沿った以下3つの活動テーマを設定し、チームを編成。各テーマには当分野で先導的に活動するメンターを
配置し、メンバーが作成するアクションプランに対する助言・支援を行う。

○ 商店街を核としたエリア活性化 ＜経済＞
七条通沿いの商店街の活性化を通じて、JR梅小路京都西駅以西エリアに人の流れをつくり、地域活性化につ

なげるためのアクションプランを考える。【メンター】タナカ ユウヤ氏（株式会社ツナグム 取締役）
○ 自然を通じた若者と住民の繋がりづくり ＜環境＞

自然を大切に守ってきた住民と、地域内外の若者をつなぐことで、地域の自然を守るためのアクションプラ
ンを考える。【メンター】山植 剛氏（下京○つなぎや）
○ 高齢化する文化の担い手の継続支援 ＜社会＞

伝統的な文化の懸け橋となるような取組を生み出すことで、地域の文化を継承するためのアクションプラン
を考える。【メンター】池田 瞬介氏（まちとしごと総合研究所 副業研究員）

（3）その他 総合マネジメント：吉田 隆真氏（下京いきいき市民活動センター センター長）
協力：下京いきいき市民活動センター、下京青少年活動センター

2 「下京ローカルグッドレポーター」による発信
令和4年4月から、下京いきいき市民活動センター及び下京青少年活動センターの協力のもと、大学生や若手社会

人を対象とした「下京ローカルグッドレポーター」を養成するための講座を実施（16名が参加）。レポーターは、
SDGsを考えるワークショップや、ライター講座、まち歩き等を通じて、下京のまちを知り、魅力を発見し、自らの
視点でまちの様子を伝えるレポート記事を作成した。

レポート記事発信 ・掲載箇所：下京地域情報サイト「下京まちストーリー」
URL: https://shimogyo.city.kyoto.lg.jp/story

下京区役所
地域力推進室
企画担当

1

https://shimogyo.city.kyoto.lg.jp/story
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11月2日 ～京都市商店街地域資源活用事業～
京都市立御所南小学校5年生「夷川会（御所南ストリート）公式アンバサダー」への就任及び「御所南ストリート
クイズラリー」の実施について

この度、夷川会（京都市中京区夷川通 烏丸東側～寺町西側に位置する商店街）の魅力発信を担う「夷川会（御所
南ストリート）公式アンバサダー」に、京都市立御所南小学校5年生が就任するとともに、同学年の「総合的な学習
の時間」における商店街への取材等を基にした「御所南ストリートクイズラリー」が開催されます。

京都市ではこの間、「商店街地域資源活用事業」によるコーディネーター派遣を通じて、夷川会が中心となり、
会員・非会員を問わず、地域が一体となって進める“御所南ストリート”としての取組を支援してきたところです。

今後とも、同商店街とともに、誘客促進ひいては商店街を核とするエリアのブランド化に取り組んでまいります。

1 夷川会（御所南ストリート）公式アンバサダーについて
(1) 概要

御所南小学校5年生（令和4年度）により構成。夷川会（御所南ストリート）にある店舗や商店街の魅力・情報を、
夷川会とともに、発信していきます。
(2) 公式アンバサダー任命式の開催

夷川会による「夷川会（御所南ストリート）公式アンバサダー任命式」を、以下のとおり、開催します。
日時：令和4年11月7日（月曜日）午後2時～午後2時30分
場所：御所南小学校 第二運動場（雨天時：御所南小学校 体育館）
内容：任命状の授与、記念撮影等

2 「御所南ストリートクイズラリー」について
御所南ストリートへの誘客促進や回遊性の向上を目的に、御所南小学校5年生が店舗への取材等を通じて制作した

オリジナルのクイズ（30問）を、外からも確認できる状態で、店舗内に掲示して行います。
期間：令和4年11月5日（土曜日）～同月20日（日曜日）
場所：夷川通（烏丸東側～寺町西側）にある30店舗 問題数：30問
回答方法：問題を読み込むための二次元コードを各店舗に掲示。参加には夷川会公式LINEアカウントのお友だ

ち登録を要件とし、スマートフォン等を用いて回答していただく。
その他：・御所南小学校の1年生から6年生が描いた絵画を店舗に展示する「児童絵画展」を同時に開催し、絵

画が展示される30店舗と同じ店舗に本クイズラリーの問題も掲示する予定。
・30問中5問正解された方から抽選で景品を進呈。

3 その他の取組（予定）
〇夷川会会員店舗のオリジナルキャラクターの制作

御所南小学校5年生が、夷川会会員店舗のオリジナルキャラクターを考案・デザインする取組を進めています。制
作した各店舗のキャラクターは、LINEスタンプとして無料配信する予定であり、夷川会（御所南ストリート）の知
名度や情報発信力の向上を図ります。
（参考）“御所南ストリート”について

夷川通や周辺地域のことをより多くの方々に知っていただき誘客促進を図るため、認知度の高い「御所南」を
キーワードに、夷川会が新たに名付けたものです。今後、夷川会が中心となり、地域が一体となって“御所南スト
リート”をPRしていきます。※場所：京都市中京区夷川通の烏丸通東側～寺町通西側の間
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地域企業イノ
ベーション推進
室

2



広報発表日 概要 所属

1月11日 東山区には私設図書館に学習支援場所があります！～私設図書館×学びの場＝地域による居場所づくり～
東山区役所は、中長期的なまちづくりの指針である「東山・まち・みらい計画２０２５」のもと、区民や団体、

事業者等と行政との協働による地域の課題解決、魅力向上、活性化を進めるとともに、東山区を対象に活動する団
体が主体的に取り組む多様な活動について、様々な形で促進・支援を行っています。
この度、当区役所が支援を行い、子どもの居場所づくりや学習支援を行っている団体（ボランティアグループＧＵ

Ｍ）が私設図書館（ルーミー図書館）で学習支援を始めますので、お知らせします。

１ 日 時 令和５年１月１４日（土）午前１０時～正午※ 毎週土曜日の同じ時間に開催します。
２ 場 所 ルーミー図書館（〒605-0971 京都市東山区今熊野椥ノ森町１－１０）

２０２０年５月に東山エリアに小さな私設図書館をたくさん作り、本を通じて人々の繋がりを作りた
いとの目標を掲げて発足した東山区まちじゅう図書館プロジェクト実行委員会（代表 小原亜紗子）
が運営する図書館
毎週土曜日（午前１０時～正午）、日曜日（午前１０時～午後５時）、火曜日（午前１０時～
午後１時）に開館しています。 （令和２、３年度東山区まちづくり支援事業（※）助成交付団体）

３ 実施団体
ボランティアグループＧＵＭ（元気・うれしい・みんな）
ＰＴＡのＯＢ、地域のボランティア、子どもの見守り活動に長年携わっているメンバーや元教員などで構成する
ボランティアグループ（代表 村岡省子）。今回、東山区貞教学区から今熊野学区に移転する。

（令和２、３、４年度東山区まちづくり支援事業助成交付団体）

（※）東山区まちづくり支援事業
区の課題の解決、地域の魅力の向上や活性化に資する、東山区を対象に活動する団体に助成金を交付しています。
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